
市制 80 周年記念 『写真でふりかえる小松市～生まれ変わった施設～』 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 257号 

令和 2年 8月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

 盆の時期となりました。盆は正月と共に，一年で重要な年中行事です。8月 15日の盂蘭盆会に向け，上旬は，

先祖を迎え入れる準備で大わらわです。7日は「七日盆(ﾅﾇｶﾎﾞﾝ・ﾅﾝｶﾌﾞ)」と言って，準備を始める禊ぎの日で，

身を清め，13日までに大掃除を済ませ，仏具を磨き，14日には花や供え物を飾って 15日に一家揃って墓参りを

します。15日は亡くなった人の霊が帰って来ると謂われ，その供養のために，わざわざ遠くにいる家族も帰省し

墓参りをします。理想的な盆の迎え方ですが，今年は，コロナの影響で，家族が揃うことの方が難しいですね。 

小松市制 80周年を記念して，図書館西口で企画されている『写真でふりかえる小松市』。この中から，歴史的

にも古く，変遷の目まぐるしかった ｢小松郵便局｣ を今回はご紹介します。 

④ 昭和 60 年(1985／京ビル)撮影 

日本の郵便制度は明治 4 年(1871)に始まり，小松では，同 5 年 7 月に

京町 99 番地(現在は拡幅されて道路となっている)に｢小松郵便取扱所｣

を設置し，郵便事務がスタートしました。当時，政府は，郵便局を全国に

設置することが財政的に難しく，郵便制度浸透のために，地域の名士や

大地主に土地と建物を無償で提供してもらい，郵便の取扱い事業を請け

負わせるという施策を取りました。そのため，名士の屋敷を拠点とする

｢郵便取扱所｣が広まり，郵便制度は急速な普及を遂げました。 

同 8 年には，郵便取扱所は郵便局と呼称し，一等から五等までに区分

されたことから，当町の取扱所も｢小松郵便局(三等局)｣と改称しました。 

その等級制も，昭和 16年(1941)に廃止され，三等局から｢普通郵便局｣

となり，その後，郵政三事業と言われる，郵便，貯金，保険の業務を市民

の皆様に提供しています。ちなみに，民営化は平成 19年(2007)です。 

【建物の変遷】 

明治 5 年(1872)に建造(①)

の建物も老朽化で取り壊され，

大正 7年(1918)に西洋式 2階建

に新築。しかし，昭和 5 年

(1930)の橋北の大火で類焼し，

同年，直ちに再建(②)。その後，

同地で，同 26 年に新築(③)。

更に，45年には，園町に全国初

の防音局舎として，移転新築

(⑤)し，その跡地は，大型商業

施設｢京ビル｣(④)となり，駅前

の｢西友｣，｢こまビル｣と共に，

町の活性化に貢献しました。 

現在の建物(⑥)は平成 10 年

(1998)にリニュアルしました。 

③ 昭和 31 年(1956／京町)撮影 

✻ 写真は全て小松市立博物館提供 

② 昭和 15 年(1940／京町)撮影 

⑤ 昭和 50 年(1975／園町)撮影 

⑥ 令和 2 年(2020／園町)撮影 

 ① 大正 2 年(1913／京町)撮影 



～芦城公園～ 

＜8月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～12：30/14：00～16：00 （火～土） 

＊     は閉室しています。開室時間は，図書館の開館時間に合わせてあります。上記以外の時間で，御用 

   のある方は，9時から 17時まで受け付けますので，下記にご連絡ください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度発刊予定の『近現代編』では，小松の原風景の写真をDVDに収録する予定です。その一部は，市制 80

周年記念「写真でふりかえる小松市」で展示されていますが，この紙面でも展示に関連した写真を紹介します。

前号まで芦城公園内，または付近の建造物を掲載しましたが，今回は，芦城公園にスポットを当ててみました。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31 9/1 9/2 9/3 9/4 9/5 

 

児童館〈現図書館のあたり〉の北側にあった児童

プール(昭和 53 年) 

公園野球場〈背景の左側は旧市役所，右側は

能美郡自治館〉(昭和 27 年) 

芦城公園は，小松城三の丸跡に立地することから，前田家庭園跡のイメージ

が強いですが，実際は，その家臣の屋敷があった所です。明治 4年(1871)の

廃藩と同時に，小松城は，町民の城地保存の懇願とは裏腹に取り壊され，小松

監獄所が置かれました。跡地は，服役者によって整備され，その任務を終えた

後，同 36年(1903)に，監獄所は金沢に移転となり，廃止されました。この

機を逃さず，小松町は，管轄下の大蔵省に，公共公園設置のための土地供与の

申請を提出しました。当時，我が国は，ロシアとの大戦を控え，財政がひっ迫。

跡地など不要不急の資産は民間に払い下げ，戦費に充当するのが当然でした

が，大蔵省より認可が下り，永代無償で貸付されることが許されました。 

こうして，同 37 年 11 月 26 日に公園設置が認可され，同 39 年に日露

戦争戦勝記念として，正式に「芦城公園」と名付けられました。当時の町民の

進取の気性にあふれた，進歩的な対応があったからこそ公園設置が成し遂げ

られたのです。その後，大正期，世界大戦を乗り越え，園内の様子は，様々に

変遷しましたが，今も市民に愛され，安らぎの場を提供しています。 

＜事務局 ７月の活動状況＞ 

・７月 １日(水) 永甫家文書原文資料調査 

・７月 ８日(水) 西澤家・岡田家文書資料調査 

・７月 19日(日) ブラジル移民関係聞取り調査 

・７月 22日(水) 国府村役場文書資料調査 

・７月 25日(土) 国府小学校沿革誌他資料調査 

＜事務局 ８月の活動予定＞ 

・８月 19日(水) 近世(通史)担当擦り合わせ 

☆ 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため

近現代・通史部会は中止。調査は，事務局での

資料調査。 
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